避 難 所 の 開 設 準 備

１　目　　的　　避難者の受入体制を整える。
２　想定される状況　　概ね、地震発災直後から避難者が学校に避難してくる間
３　活動主体　　牟礼南小学校教員（暫定避難所運営本部の役割を担う）
４　活動内容
	４－（１）　施設の安全確認・開設判断


□ （校長）　避難所被害状況チェックシートを使い、体育館・校舎の安全確認を行う。
※　教頭若しくは安全点検・消火担当者とともに、可能な限り２人以上の目で確認しながら行うよう努める。
	・ 確認結果 ○ → 避難所開設の準備（４－（２）へ）
・ 確認結果 × → 近隣の避難所の状況を確認のうえ、避難者を近隣の避難所へ誘導
近隣の避難所：○○・○○・○○


※　建物の状況に不安がある場合は、市災害対策本部に「応急危険度判定士」の派遣を要請する。なお、大規模地震時は、応急危険度判定士がすぐに駆け付けることができない場合があることに留意する。
□ （教頭、安全点検・消火担当者）　安全確認できるまで、避難者を建物外に待機させる。
□ （用務）　車で来た避難者を、駐車スペースへ誘導する。

	４－（２）　避難所開設の準備


□ （教頭）　避難者の中から暫定リーダーを決め、アクションカードを配布し、カードに従って、避難所開設準備への協力を依頼する。
[ アクションカードの項目 ]
□ 備蓄庫から必要な資機材の取り出し
□ 受付の設置
□ 避難空間の区割り
□ トイレの確保
□ 簡易避難者カードの配布

□ （安全点検・消火担当者）　施設内の準備の支援を行う。
■ その他、準備する内容
[bookmark: _GoBack]□ 掲示板や避難所ルールの張り紙などを準備する。
□ 備蓄の食料や飲料水、物資を確認する。
□ 通信環境を確認し、市災害対策本部（○○を経由TEL: ○○）へ、避難所の開設等状況を報告する。【参考】市災害対策本部との情報伝達

⇒　避難所運営委員会を開催し、住民主体の運営へ移行していく
３－２

